
 

 

この⼀年で多くの⼒を⾝に付けた３年⽣へ 校⻑  延永 保二 
 

今年も卒業の日が目前になりました。いつも、

この時期になると、卒業する生徒の次のステージ

での活躍と充実した人生を送ることを願わずに

はいられません。そして、残り少ない卒業生との

北部中学校での生活を大切にしようと思うので

す。さて、卒業とは、「学校の規定の全課程を修了

すること」と辞書にはあります。ただ、現実には、

人の成長は連続的で、幼児・少年・青年・壮年・

老年等の区切りは不明確であるため、その代わり

に人生のひとつの目盛りとして学校(小学校・中

学校・高等学校・専修学校・大学等)が使われるこ

とは多く、その区切りが卒業といえるのです。 

１年前の２月27日に安倍首相(当時)から、全国

一斉休校要請が出されるまで、このような状況に

なるとは誰も予想しませんでした。これほど、皆

がマスクを着用し、手を洗い、消毒をしたのは人

類史上初めてのことでしょう。そして、さまざま

な制約の中、教育活動や学校行事を行うために、

こんなに工夫したこともありません。特に、卒業

を控えた３年生は、中学校生活最後の年に、ずい

ぶんと我慢を強いることになり、不完全燃焼の一

年になったのかもしれません。これからの時代は、

「正解」だけではなく「最適解」を求めていくこ

とが重要視されるといわれていますが、まさに学

校生活や日常生活が最適解を求め続ける日々の

連続でした。 

心理学者でペンシルバニア大学教授のアンジ

ェラ・リー・ダックワース氏は、「才能やＩＱや学

歴ではなく、個人のやり抜く力こそが、社会的に

成功を収める最も重要な要素である」として、「Ｇ

ＲＩＴ理論」を提唱し、2016年に発売された書籍

「 Grit: The Power of Passion and 

Perseverance」はベストセラーとなり、日本で

も「やり抜く力_人生のあらゆる成功を決める『究

極の能力』を身につける」というタイトルでベス

トセラーになり、最近、再注目されています。Ｇ

ＲＩＴ(グリット)とは「やり抜く力」のことで、 

１ Guts（ガッツ）：困難に立ち向かう闘志 

２ Resilience（レジリエンス）：失敗して

もあきらめずに続ける粘り強さ 

３ Initiative（イニシアチブ）：自らが目標

を定め取り組む自発性 

４ Tenacity（テナシティ）：最後までやり

遂げる執念 

以上の４つの頭文字を取って、ＧＲＩＴ(グリッ

ト)と言われています。 

Facebook のマーク・ザッカーバーグ氏は、仕

事での成功の鍵は「信念とグリットをもつこと」

と語り、Google は人材採用の際、「強いグリッ

トを持っているか否かを重要視する」といってい

ます。そして、グリットは、苦労して頑張ること

が得意だとされている日本人には相性がよいと

されています。 

この一年、３年生は学校の屋台骨として、毎日

が「挑戦」と「工夫」と「我慢」の連続でした。

でも、このことがグリットを伸ばしたり、育てた

りすることにつながっています。３年生の皆さん

は、他の年代より困難な状況だったからこそ、多

くの力を身に付けることができたはずです。新型

コロナウイルス感染症が、いつ、どのような形で

収束するのかは予想できませんが、これからの人

生を自信をもって送り、成功することを願ってや

みません。 
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1 月 朝会 

2 火 給食最終日（３年） 卒業式準備 

時間割変更③～④木５～６ 

3 水 卒業式（１年生は家庭学習日） 

4 木 短縮授業 

5 金 公立高校入試Ａ（学力） 

6 土  

7 日  

8 月 短縮授業 朝会 公立高校入試Ａ（面接） 

9 火 短縮授業 ⑦委員会 

10 水 ⑥生徒会役員選挙 公立高校入試Ｂ（学力） 

11 木 短縮授業 校外学習（１年 弁当） 

公立高校入試Ｂ（面接） 

12 金  

13 土  

14 日 修学旅行１日目 

15 月 修学旅行２日目 トライアングルあいさつ運動 

16 火 修学旅行最終日 

17 水  

18 木 短縮授業 午前中授業(給食あり 午後部なし) 

公立全日制高校合格発表 

19 金 短縮授業 午前中授業(給食あり 午後部なし) 

20 土     春分の日 

21 日 家庭の日 

22 月  

23 火 短縮授業 給食最終日(１・２年） ⑦大掃除 

24 水 修了式 

25 木 学年末・学年始休業開始 

26 金  

27 土  

28 日  

29 月  

30 火  

31 水  

 
○人権を理解する作品コンクール 
 標語の部 優秀賞  ■■■■① 
      奨励賞  ■■■■③ ■■■■② 

 ■■■■② ■■■■② 
 ■■■■① 

 書道の部 奨励賞  ■■■■③ ■■■■③ 
           ■■■■③ ■■■■② 

  ■■■■② ■■■■② 
           ■■■■① ■■■■① 
           ■■■■① ■■■■① 

 
○東浦町読書感想画コンクール 

最優秀賞 ■■■■③ 
優秀賞  ■■■■③ ■■■■② ■■■■① 
優良賞  ■■■■① ■■■■① 

 
○東浦町読書感想文コンクール 
  優良賞  ■■■■③ 
 
○吹奏楽部 

個人・重奏コンテスト 
（動画応募によりコンテスト開催） 

 個人の部 銀賞 ユーフォニアム独奏 
■■■■② 

         テナーサックス独奏 
          ■■■■② 
 重奏の部 銀賞 打楽器四重奏 
          ■■■■② ■■■■② 
          ■■■■① ■■■■① 
      銅賞 木管八重奏 
          ■■■■② ■■■■② 

■■■■② ■■■■② 
■■■■② ■■■■① 

          ■■■■① ■■■■① 

森岡コミュニティ「凧あげ大会」 
森岡コミュニティ凧揚げ大会が２月２１日(日)に

北部グランドで開催されました。昨年と打って変わっ

て風が吹かず、ほとんど凧があがらない状況でした

が、美術部と凧揚げボランティアの活躍によって下の

写真のように、少しだけでしたが、あげることができ

ました。また、今年度も「デザイン賞」をいただくこ

とができました。 

 

【注意】今後の愛知県内の感染状況等により、変更する場合があります。 


